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平成29年度から、ボーイ部門と
ベンチャー部門の進級課程
が大きく変わります。

　これまでは、極端な例としてボーイ隊を
「初級章」で終えたスカウトでも、ベンチ
ャー隊上進後は一足飛びに「ベンチャー
章」「隼章」を経て、スカウトの最高峰で
ある「富士章」にチャレンジすることが出
来ました。しかしこれからは、改めて「二
級章」「一級章」「菊章」と段階を踏んで
修得し、より上級の進級章を目指して行
くことになります。
　その主眼は、ボーイからベンチャーま
で、即ち小学校6年生から高校3年生ま
での進歩の一貫性をより高めること。そし
て、スカウト活動の根幹である「野外活
動」のスキルをきちんと身に付けることに
あります。
　楽しく仲間と遊び互いに助け合うこと
を、カブスカウトまでの活動で経験したス

カウトたちは、ボーイ隊上進後「初級章」
でスカウトとしての基本を学び、「二級
章」では「ハイキング」を、「一級章」では
「キャンビング」をしっかりと計画・実行で
きることを目指します。大自然の中で楽し
く安全にハイキングやキャンプを行うた
めには、心身の健康と、野外活動の基礎
的なスキルがきちんと養われていなけれ
ばならないことは、云うまでもありません。
　この過程を通じて身に付けた経験と
スキルは、ベンチャー隊で更に高度な活
動を「プロジェクト」として主体的に実行
する力に繋がり、やがては、他の人々や社
会に対してしっかりと「奉仕」することの
できる“人間としての成長”に結びついて
行きます。
　つまり、「よきハイカー」「よきキャンパ
ー」を目指して活動することは、子供たち
が自らの「人格」「健康」「技能」を修養
し、よき社会人として有為な人間力を育

んで行く道筋の大切な入口なのです。極
言すれば、このプロセスを欠いた活動は
スカウティングではない、とすら云えるで
しょう。
　学校教育においては、中高一貫課程の
メリットがより強く認識されて来ましたが、
100年を超えて青少年期の「一貫教育」
を実践してきたスカウト運動でも、改めて
「積み重ね」や「累進的進歩」の重視、そし
て「野外を教場」とするスカウティングの
原点に立ち返ることで、その教育的効果
を具体的に高めることを目指しています。
　野山の彩りが鮮やかに改まる季節、本
団の活動も新しいスタートを迎えます。安
心・安全を旨としつつもスカウトたちの冒
険心を満たし、心身ともに大きく成長する
ことに通じるダイナミックで楽しい野外
活動・プログラムが展開できるよう、団の
関わる成人もまた、しっかりと研鑽を重ね
て行きたいものです。
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ボーイ隊以上の
新たな進級制度
施行：平成２９年９月１日

団委員長 當麻洋一
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二級章

一級章
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隼章
富士章

小学6年生

高校3年生

※各進級はそれぞれ、初級・２級・１級・菊・隼・富士の６段階と
し、すべての進級章を取得して到達点である富士スカウト章を
目指します。進級記章もデザインを一新。ボーイスカウト部門か
らベンチャースカウト部門までを統一したデザインとなります。
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BVS CS カブ隊
夏キャンプに
参加して ■期日：2016年8月5日㈮～7日㈰

■場所：YMCA三浦ふれあいの村

活動を
振り返って

　ふり返って見るといろんなことがありま
した。楽しいこともいっぱいありました。
キャンプは楽しかったです。

●

　ぼくは、一日目で、楽しかったことは、
げきです。げきで、ぼくはナレーターをし
ました。ナレーターで、読むところが、い
っぱいあってたいへんでした。タイトル
は、ももたろうです。
　二日目は、ヘビ玉です。ぼくは、やろう
と思ったけど、マッチがこわくてつけられ
なかったから、ほかの人につけてもらっ
てにょろにょろ長くなってへんなところに
いったから楽しかったです。
　三日目は、磯遊びです。シーグラスや、
すごい形のかいがらとか、いいものをい
っぱいみつけたので、たのしかったで
す。

っていたら袋いっぱいになっていました。
　最後のキャンプだったけれど、ものす
ごくおもしろかったです

●

　カブたいのキャンプは、楽しいことが
いっぱいありました。こんなにたくさん
のプログラムがあったのは、はじめてで
した。
　一日目は、電車にのってキャンプ場の
形を覚えていなかったので、ここだと着
いた時は思いだしました。
　二日目は、アカテガニが一番楽しかっ
たです。グルグルとさんらんの時にはし
ていたので面白かったです。ぼくの友だ
ちもかんさつに来ていました。
　三日目は、いそ遊びが楽しかったで
す。たぶん二十種類いじょうはかいを見
つけました。

　一日目の夜にやったキャンプファイヤ
ーの出しものでは、それぞれの組が工夫
して劇と組の歌をやりました。ぼくたち
一組は劇で桃太郎をやりました。二人
休んでしまったため、いろいろな人に手
伝ってもらいました。初めて劇をやるうさ
ぎたちは頑張ってくれました。
また、組の歌では、みんなが話し合って
元気の出る歌を考えました。みんなで協
力したのでたのしかったです。
　二日目は、隊でカレーを作りました。マ
ッチのつけ方を学んで、ロウソクや、まき
に火をつけました。その火でカレーを作っ
てみんなでおいしく食べました。最後に
「ヘビ玉」という花火で遊びました。不思
議な形をしていておもしろかったです。三
日目は、海にいきました。シーグラスや、
砂から砂鉄をとりました。夢中になって取

夏のキャンプの思い出
一組 高田 廉

いろいろあったキャンプ
一組 疋田 翔也

キャンプの思い出
一組 中垣 賢幸

ビーバー隊
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　活動の進め方がスカウトを惹きつけ
ているかどうか、特に気にしながらの一
年でした。活動の主役であるスカウトの
気持ちを『発表』という形で聞いたり、質
問意見のやり取りをなるべく入れたり
……。今年度も保護者の皆さんのご協
力でより安全に活動できたこと、また、
副長をはじめ団関係者の方々へ深く感
謝します。

　天気にも恵まれ楽しめる活動でした。
何よりも『笑顔』が溢れる瞬間が最高で
した。

　BP祭に併せて行った「団営火」は、
団としての一体感を味わいながら、純粋
にファイヤプログラムを楽しむことが出
来、とても有意義でした。ビーバースカウ
ト達には、これからも多くの愉しさを知
っていって貰いたいと、改めて感じられ
た活動でした。

隊長 守田 智恵

副長 中村 園子

副長 福村 吾朗

またお泊りキャンプに
行って、
キャンプファイヤーを
やりたいです。
尾藤 えいた

鎌倉のハイキングが
一番好きでした。
今度はキャンプ
楽しみです。
森 しゅんすけ

ぼくはBP祭の
キャンプファイヤーが
楽しかったです。
知らない歌や遊びを
いっぱい知れて
楽しかったです。
西條 しょうご

一番楽しかったのは、
おもちつき～。
大久保 たける

手作りのしゃぼん玉のおもちゃが
とてもきれいだった。
清井 しょうた

忍者ごっこが楽しかった。
新田 ひろゆき　
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ーダーにアカテガニを調べた事を話した
ら、ほめてくれました。
　キャンプ場のみうらには、電車とバス
とあるきで行きました。さいしょに自分
が使うへやに名前をつけました。名前
は、「スターセブン」にしました。夜にな
ってキャンプファイヤーをしました。次の
日の夜にはアカテガニを見にきました。
たまごをはなっている時、おぼれてるよう
でおも白かったです。三日目は、帰るじゅ
んびをしました。帰る前に海にいって、か
いがらやシーグラスをひろいました。ぶ
じに家に帰ってこれました。行く前はちょ
っとふあんだったけどキャンプファイヤ
ーやアカテガニのかんさつなどいろいろ
あって楽しかったです。

●

　カブのキャンプはいい思い出になった
と思います。
　1日目は鉄道に乗ってキャンプをする
ところに行きました（三浦ふれあいの
村）。自分の組の部屋の題名を決めまし
た。僕は2組なのでスター7とつけまし
た。あとキャンプファイヤーの劇は案外
緊張しなかったです。
　2日目は1番楽しかったのはアカテガ
ニの観察ですアカテガニの観察は夜遅
くに行ったイベントなのでとても眠かっ

　
　一日目は、夜にキャンプファイヤーをし
ました。さいしょに火の神がでてきました。
　そして、一組、二組、三組のじゅんで、
げきをしました。一組は「ももたろう」、二
組は「三びきの子ぶた」、三組は「うらし
またろう」でした。二組のげきでは、オオ
カミやくでした。えんとつに入ったとき、
みんなは、ばくしょうしていました。楽し
かったです。
　二日目は、夕がたから夜までアカテガ
ニかんさつをしました。カニがいっぱい
でてきて、あさい海でさんらんしていまし
た。その所が面白かったです。
　三日目は、海で、さ鉄をくっつけたり、
貝がらを見たりしました。さ鉄がくっつく
のが面白かったです。らい年はいっぱい
生き物をかんさつしたいです。

●

　８月５日に、ぼくは、カブたいになって
はじめてのキャンプに行きました。去年
は、ビーバーたいだったので、お母さん
がいて心配はなかったけど今年のキャ
ンプは、家族がいなくて、すごくふあん
でした。しゅうごう場所にいってデンリ

　キャンプの2日目の15時20分に出発
して、アカテガニが見れる小網代（こあ
じろ）の森に行きました。その日の目的
は、アカテガニの出産です。
　アカテガニは、一回に四万個から五万
個産むなんてはじめて知りました。ダンス
をおどっているようにぶるぶると動いて子
どもを産むところが、面白かったです。そ
れに「さすが！一回に四万個～五万個」
と思うくらい産むといっしゅん真っ白にな
るので、びっくりしました。もっとびっくり
したことがあります。それは、36～45万個
（九匹のお母さんが産んだ数）その中から
たったの二匹しか、ちゃんとしたカニ（お
母さんガニ）になれないということです。
　いままでのカブのキャンプの中でいち
ばんいろいろなこと（へび玉をやったり、
ロープで遊んだり）をして、いちばん楽し
かったです。
　アカテガニ、かわいかったです。

●

　キャンプ初日に用事があり、途中から
の参加になるので最初は不安だった。で
も、隊長やみんながあたたかく迎えてく
れたので、不安は一瞬にして吹き飛んだ
し、楽しみにしてたキャンプファイヤーに
も間に合ったので嬉しかった。ゲームや
出し物をして、とても楽しい時間を過ご
した。
　今回のキャンプで僕が一番印象に残
っていることは、赤手ガニの産卵を観察
したことだ。全身を震わせて、白い煙の
ようなものをだし、それが卵だと知り、小
ささにとても驚いた。初めて見た産卵の
様子は、生命の誕生の瞬間だと思うと
神秘的な感じがした。
　他にも楽しいことだらけで、あっという
間の３日間だった。次のキャンプはもっ
と長い日数にしたい。

みんな元気だ
カブスカウト

二組 鎌田 琥太郎

小さくてかわいい
アカテガニ

二組 井上 留美音

キャンプの思い出
二組 中村 建二郎

たです、でもアカテガニを見れてよかっ
たです。不思議に思うのがアカテガニと
いうのに全然赤く見えなかったことです。
　3日目は磯観察をしました。砂鉄とりが
楽しかったです、最後はまた鉄道で帰り
ました。自分的にはアカテガニの観察や
キャンプファイヤーが1番楽しかったで
す。そして前の活動（キャンプの荷物点
検）のおかげで忘れ物はしませんでした。
あと2回キャンプがあるので来年再来年
も頑張りたいと思います。

●

　1日目で十時ぐらいに電車に乗った
時、2年前にきたからどんな味かわすれ
てたけれど、その日の夕食のときに前よ
り味がおいしくなったな～と、思った。
　2日目で、前の日に午前1時にねて、午
前4時1分におきたから、赤手ガニの観
察のときにねむくなってしまったけど、赤
手ガニが変な卵の産み方をしていたか
ら、おもしろくなってねむけがとれて楽し
めてよかったと思う。
　とうとう家に帰る3日目に海へ行って
カニがいるかなと思って探したら岩の上
で死んだばかりの、すごく大きな赤手ガ
ニの死体があったから暑すぎて、死んで
しまったんだなと思った。でも色々な事
があって楽しいキャンプでよかった。

　今日は、みうらのキャンプ場に、行きま
した。電車で２回乗りかえてだいたい２
時間でつきました。キャンプ場についたら
まずカブべんを食べました。みんなでお
しゃべりしたりわらい合って食べました。
カブべんを食べたあとセレモニーをやっ
て、キャンプ場のルールを教えてもらいま
した。せつめいが終わって部屋に入って、
ふとんを引いたりにもつを置いたりして部
屋のじゅんびをしました。終わったら、和
室の部屋で、自分たちのチーム名を書き
ました。ぼくたちは、Yシャツチームでし
た。書き終わって部屋でウノをやりまし
た。そのあと下におりて、だしものにむけ
て練習をしました。一回部屋にもどって、
キャンプファイヤーをしに行きました。ラ
イトを付けなかったので暗かったです。
初まった時に、火のせいがでてきて火を
つけてくれました。ゲームをやったりだし
ものをやったりしました。キャンプファイ
ヤーが終わって部屋にもどって。おふろに
入って組長次長会をやってねました。
　4時1分に起きて、やることがないので
少しねて、今日のじゅんびをしました。6
時45分に、ラジオ体そうをして、ジェスチ
ャーゲームもしました。終わったら和食を
食べて、部屋にもどってセレモニーのじゅ
んびをしてセレモニーをやって、ロープワ

ークをしました。すべてできたのでとても
うれしかったです。そのあと部屋にもどっ
てウノをしてカレーを作りに行きました。
火をもやすのは、隊長たちにやってもらっ
て自分たちは、マッチに火を付けたり火
をたいたりしました。野外で作ったカレー
は、おいしかったです。そのあと部屋にも
どって、バスに2回乗りかえてこあじろの
森に行ってべんとうを食べました。ぎりぎ
り食べれました。そのあと赤てガニのさん
らんを見に行きました。たまごは、すなみ
たいで、0.3ｍｍときいてびっくりしまし
た。さんらんする時は、体を上下にふって
たまごをさんらんします。そのあとバスに
乗って宿まで帰ってきんきんの牛乳をの
んでおふろに入って、組長次長会をやっ
てねました。
　今日は、朝5時15分に起きてトイレを
して、今日のじゅんびをしました。6時45
分にラジオ体そうをして、ごはんを食べま
した。そのあとへやにかえって、にもつせ
い理をしてセレモニーをして海に行って、
貝ひろいをしました。ぼくは、さ鉄をいっ
ぱいひろいました。帰る時、スポーツドリ
ンクをもらって、のんでへやへ行って昼ご
はんを食べて、キャンプ場の人たちにさ
よならをして、バスていに行きました。電
車で大ふなまで行って、セレモニーをして
かいさんしました。そのあときがえなどを
洗ってもらってキャンプが終わりました。

●

　キャンプでぼくが楽しかったことは、
三つあります。
　一つ目は、夜、キャンプファイヤーを
したことです。なぜならいろんなげき、歌
をきいたり見たりできたからです。
　二つ目は、アカテガニの、さんらんを
見た事です。アカテガニのさんらんを見
たのは、はじめてでした。たまごの中で
は、もうゾエアがそだっているなんてはじ
めて知りました。
　三つ目は、Yシャツチームのみんなで
ウノをした事です。みんなでやると、組長
がだいたい一番にあがります。いじわる
をしたり、チームプレイでだれかをやっ
つけたりして楽しかったです。
　はしゃぎすぎてよる4時間しかねむれ
ませんでした。二組が夜うるさかったで
す。

楽しかったキャンプ
三組  大磯 りょう

楽しかったキャンプ
三組 岩澤 良真

楽しかったキャンプ
三組 びとう しゅんた

キャンプの感想 
二組  若井 汰樹

CS

生命誕生の瞬間
～赤手ガニ～
二組 波多野 雅
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トとの交流を楽しみました。
　特に同じ組の子は、毎回キラキラした
目で一生懸命に話しかけてくれ、まるで
わが子のようでした。この時期は、くま
スカウトの上進を喜ぶとともに寂しさも
感じてきました。1年間の子どもたちの
成長を目の前で見ることができ、体感で
きる貴重な経験をさせていただきまし
た。ありがとうございました。

●

　とても心に残っている思い出は、キャ
ンプ３日目の朝に４時半からスカウトが
起き出してみんなでウノをしていた事、
湘南地区ラリーで賭けをするとポイント
が上がるゲームでチーム団結して盛り上
がっていた事、キャンプファイヤーの出
し物を自分たちで考え作り上げていた事
です。スカウトたち個々に秘めた個性と
パワーは素晴らしく、子供の主体性に任
せるのが一番面白い事だと分かり、自然
と自分も楽しむことができました。１年
間デンリーダーをやらせて頂き、団員・
隊長・副長および子供たちから様々な
事を教わりました。本当にありがとうご
ざいました。
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　2001年9月から鎌倉7団にてカブ隊
長となり15年が経過。5団では4年目と
なります。私はスカウト経験なしですが、
小学生の頃は、田んぼ・畑に囲まれて、
暗くなるまで、外で仲間たちといろいろ
な冒険をしながら楽しく遊んでおりまし
た。その外遊びの楽しさを今のスカウト
達に少しでも体験させてあげられたらと
の思いでここまで続けてきました。
　鎌倉の素晴らしい環境の中で、外遊
びの楽しさを感じたスカウト達の輝いた
目を見るととても嬉しくなります。
　テレビゲームにはじまりネットの普及
と外遊びが安心してできない状況の中、
スカウト達がのびのびと実体験を通して
学び、ワクワクできる時間と場所の提供
ができるよう微力ではございますが、今
後も尽力してまいりたいと思います。

●

　BSのスローガン、人の役に立てるよう
に「備えよ常に」（「心の備え」「体の備
え」「技の備え」）をキャンプで実践でき

たかと思います。またその為に各関係者
が事前準備、実施中の日々確認、後日
のふり返りなど実に時間をかけて行なっ
ていることを参加して初めてわかりまし
た(ご苦労様でした)。ただ遊ぶだけの
キャンプではなく成長のためのプログラ
ムなのですね。
■貴重なアカテガニの産卵見学のために
安全な歩き、海への侵入、暗闇での静寂に
耐える、注意事項を守る、夜の行進、疲れ
にまけない
■ロープ実習で
人命救助技術の習得、課題に対処する考
え、チーム、他への教え
■野外食事
火起こし、注意、災害意識
■海
砂鉄、磁石の知識、安全、水分補給

●

　カブに上進しデンリーダーになった時
には息子以上に緊張ととまどいがありま
した。
　だんだんカブにも慣れ、キャンプを過
ぎた頃にはスカウトとの距離がグンと近
くなり、毎回の活動がおもしろく、スカウ

カブスカウト活動に
魅せられて

カブ隊長山内 政敏

備えよ常に
カブ副長若井 順一

カブ隊デンリーダーを
終えて

1組デンリーダー 今井 朝子

　ぼくはこの3年間カブ隊で活動してい
てよかったことが３つあります。
　１つめはロープ結びです。この3年間
で本結びを始めとしたいろんな結び方
を教わりました。最初はと中で意味がわ
からなくなってほどけてしまったこともあ
るけど、今ではそんな結び方も簡単にで
きるようになりました。中でももやい結び
が一番好きでした。はじめてこの結び方
を聞いた時とても特別なかんじがすぐに
おぼえたくなりました。なにより、ぜった
いほどけないという所が好きになった理
由でした。生活の中で一こは使えたので
これからは全部つかえるようになりたい
です。
　２つめは礼儀です。カブ隊はバス、電
車を活用することが多かったためおとし

ぱんのみんなに教えたり、歌を、練習し
たりして、本番では「こいダンス」は大せ
いこうしました。
　「こいダンス」をおどる前は、きんちょ
うしたけど、せいこうして、ほっとしまし
た。
　なぜならば、すごくはずかしいのもあ
ったし、みんなの前でおどるから、どき
どきしたからです。
　これからもBP祭があるんだなと思う
と、これからのBP祭が、楽しみになって
きました。これからもカブスカウトをがん
ばっていきたいと思います。

●

　僕はカブ隊で１年間を過ごし、とても
楽しく良い経験になりました。
　一番心に残っている活動は、大船ま
つりでの仮装パレードです。自分で仮装
の衣装を作り着られて大満足でしたし、
他の人の衣装も見られて心から楽しめま
した。
　２年目も自分なりに頑張って楽しんで
活動したいです。CS

カブ隊活動の感想
一組 作山 耕平

カブ隊の思い出
一組 大久保 勇作

カブ隊デンリーダーを
終えて

３組デンリーダー 鎌田 啓江

from LEADERS
　カブキャンプで大へんだったことは、
スタンツのれんしゅうです。
　三組のスタンツはうらしまたろうです。
ぼくがつくった小道具はカメのこうらで、
工夫したのは、こうらにダンボールをベ
ルトみたいにつけたことです。ぼくは、カ
メやくだったので、れんしゅうの時にい
じめられているシーンで、ダンボールの
けんでたたかれたり、コショコショされた
りたいへんでした。うらしまたろうにほん
とうにのられたりしてすごくおもかった。
手とひざがまっくろになりました。キャン
プファイヤーの時、りゅうぐうじょうの帰
りののせることをきいていなくて、三組ら
しくておもしろいと思いました。キャンプ
ファイヤーのまわりでチェッコリやハイジ
をおどりながらうたったりしてはじめはの

りきではなかったがけっこう楽しかった。
　二日目の夜は小あ代の森でアカテガ
ニかんさつをしました。新月の夜、まんち
ょうの時に森にすんでいるカニが海にた
まごを生みに来ます。はまでまっていると
カニがびっくりして生まなくなるから海の
中でライトをけして、まつ。カニがたまご
を生む時はプルプルしてたまごを海にな
がします。海の中に入ったしゅんかんに
ゾエアになります。いっぱい生むところを
見れてよかった。めずらしいので、みれて
おもしろいと思った。
　キャンプは楽しいのでまた行きたいで
す。

●

　ぼくは８月５日～７日までボーイスカウ
トのキャンプ（三浦ふれあいの村）とい

う所に行ってきました。
　二日目の夜に、こあじろという森に行
って、アカテガニのさんらんを見ました。
ピーク（見られる時）は7時5分～7時
10分と言っていました。しっかり見られ
ました。さんらんのしかたは、波がきたと
き体をブルブルっとふるわせてさんらん
をします。さんらんの数はだいたい20ぴ
きぐらいもいました。1回にたまごを2～
3万こも生むのだと紙しばいで聞かせて
くれました。アカテガニのたまごの色は
茶色でした。さいご（アカテガニのさん
らんを見おわったとき）にかかりいんの
人がたまごをけんびきょうで見せてくれま
した。クラゲも、さいごけんびきょうでは
ありませんが見せてくれました。二ひきど
うじにさんらんするときが何回かあった
ので、見るのもせいいっぱいでした。

楽しいカブキャンプ
三組 今井 洸太

キャンプの思い出
三組  野場 遼太郎

1年の活動を振り返って
よりなどに席をゆずるなどの礼儀が必要
になりました。うさぎの時はゆずるのが
いやだったけど今でしっかりゆずること
ができるようになりました。こんなに礼
儀が学べることはないのでこの礼儀を
大切にしたいです。
　３つめはいろいろな体験ができたこと
です。ぼくがうさぎの時のキャンプでは
カヌーが体験できました。くま時はいろ
んなとこにいけたし、いろんなことが体
験できました。ラグビーができました。東
京都にもいけました。本当に感謝です。
　これまで、隊長、副長、デンリーダーあ
りがとうございました。ボーイになっても
がんばります。

●

　ぼくがカブスカウトでいちばんいんしょ
うにのこったことは、BP祭のキャンプフ
ァイヤーです。
　その中でとくに心にのこっていること
は、１ぱんのみんなで「こいダンス」を、
おどったことです。
　本番の前に、ダンスのサビの部分を1

カブ隊活動の感想
一組 佐野 寿弥
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　私はこの夏、班長として「第５回北海道
東北ブロック野営大会」に参加した。今
回楽しみにしていたのは、他の県、団との
交流だった。湘南地区の間はもちろん、
北海道や東北のスカウトと交流できること
は滅多にないので、とても楽しみだった。
　友情ゲームでは、初日の開会式で神奈
川代表の旗手をしたためか、私の事を知
っていてくれた他県のスカウトがいて、と
てもうれしかった。惜しくも７県で集まる
ことはできなかったが、名刺をもらえたり
してとても満足だった。
　夜に宮城のスカウトとおこなった「交歓
会」では、お互いにゲームをやったり、
物 交々換で記念の物を手に入れた。宮城
のスカウトの一発芸がとても面白かった。
　今回は班長としての夏キャンプで気合
も入っていたが、福島で東北、北海道の
スカウト仲間と交流することは人生で貴
重な経験となった。今度はジャンボリー
で色 な々地域のスカウトと交流したいと
思うようになったので、これが私の次の目
標だ。

　私は、今回のキャンポリーで、大まかに
わけて２つの体験ができました。
　一つは、班長という体験です。キャン
ポリーの後半、自分は、班長代行をまか
されました。そこで学んだのは、班長は、
指示をしなければいけないということ。ま
た、指示を出しながら、自分の作業もこ
なさなければならない、ということ。班長
は、ただ、班をまとめるだけでなく、指示
を出すということも重要だということを今
回、学びました。
　もう一つは、友情、です。キャンポリー
では、バス内から、逗子一団と仲が良くな
りました。また、プログラムの友情ゲーム
でも、見つけた相手とすぐなかよくなり、
ボーイスカウトは、ボーイスカウトでいる
ということで、他の団や隊などと自然に仲
が良くなれるこれはすごいことでもあり、
あたりまえのことでもあるんじゃないか。
自分は、そう思いました。いい体験ができ
たと思います。
　今回のキャンポリーは、この２つだけ
ではなく、まだまだ、学べることがたくさ
んありました。ツリーイングやカヌーなど、

貴重な体験もありました。でも一番のお
どろきは、キャンポリーにかなりの数のス
カウトが、参加したことです。このことで、
ボーイスカウトという団体がとても大きい
そして広く行われていることが、よくわか
りました。
　友情ゲームなどでは、さまざまな物々
交換をしました。そこでは青森の物や北
海道の物など、その県ならではの交換品
がありました。そんなところもキャンポリ
ーの良い所ではないかと、自分は強く思
いました。

●

　私は、5HTCのような、長期のキャン
プは、初めてでした。だから、わからない
事、出来ない事がたくさんあって、とて
も、不安でした。けれども、班長さんや、
他の団の人、隊長や副長が、いろいろア
ドバイスをくださりました。しかし、私は、
そのアドバイスを実行せずに、まだ一年
目だから、出来なくていいやと、思ってい
ました。なぜなら、火はおこせないし、ロ
ープ結びもできない、アドバイスを聞いた
って、どうせ出来ない。と思いこんでいた

14 15

キャンポリーで学んだこと
ブレーブボーイ班 野口 矢真人

アドバイス
ブレーブボーイ班 小谷 理清

他の団・地域のスカウトと
の交流
ブレーブボーイ班 班長 髙田 愛麻

SS

第５回北海道・東ブロック野営大会
参加レポート

からです。ここで私が、反省しなければな
らないのは、出来ない、出来ない、と思い
こんでいたり、せっかく、アドバイスをもら
っているのに実行しないことです。
　その事に気付いたのは、火おこしでの
ことでした。私たちは、火がつくのが遅
く、いっつも、隣の団のほうが、早く火が
ついていました。だから、私は、どうしてそ
んなに火がつくのかと、聞いてみました。
すると、まず、細い木に火をつけて、どん
どん太い木に火を移していくと、答えてく
れました。でも、私は、その事をしってい
ました。しかしふと、私たちの、立かまど
を見ると、太い木に火をつけようとしてい
ました。私が、なぜ、その事を、しってた
のかというと、副長が、教えてくれていた
からです。だから、アドバイスを聞いたっ
て、どうせ出来ないと、思いこんでいた事
に気付きました。
　私は、この事から、人のアドバイスは、
ちゃんと聞いて、実行しよう。今度は、私
が、アドバイス出来るようになろう。と私
は反省しました。そして、この反省を、今
後のスカウト活動に、生かして、いきたい
と思います。

ボーイ隊2016・夏

■期日：2016年７月28日㈭～8月1日㈪
■場所：福島県耶麻郡猪苗代町天神浜
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　僕は、今年のキャンプで新しいロープ
の技術や竹で作れるスタードームの作り
方や友達が出来ました。
　でも、僕は、みんなの信頼関係を無く
してしまいました。
　信頼関係は、簡単には取り戻すことは
出来ません。
　僕は、今後の活動では、信頼関係を取
り戻すために、出来るだけ班員の役に立
つように活動一日一日を一生懸命に今
後の活動に取り組みたいです。

場にや、考えを尊重し、思いやりのある人
になる事を目標に、僕も他のスカウトと一
緒に頑張っていきたいと思う。
　そして、今までの事を、しっかりわかり
あい、今後のスカウト活動を有意義なも
のに出来たらいいなと思う。
　それがたとえ無理であっても、鎌倉第
5団ボーイスカウト隊として胸をはれるよ
うな、スカウトを目指して、スカウトのちか
いとスカウトのおきてをしっかりと守り、
人の役にたてる、そんなボーイスカウト
に、僕はなりたいと思っている。
　そして、僕は今までのミスをなくし、こ
れからのスカウト活動に取りくんでいき
たい。

　僕が、5HTCから持ち帰ったと思うも
のは、友情の大切さだと思う。
　キャンプの二日目あたりから、班が分
裂してしまいました。一回はもとにもどっ
たけれど、班としてまとまれるような空気
ではなく相手の悪口を言いあっていて、
毎日ものすごく雰囲気が悪くて、形だけ
の班でした。
　最終日には雨がたくさん降り、テント
や食堂フライをしまうのはとても困難でし
た。
　しかし、僕は藤沢19団のスカウト達を
見ていると、一人一人が自分の仕事が終
わると、他のスカウトの手伝いをしている
のを見て、これがスカウトのおきて、「スカ
ウトは友情にあつい」なんだなとはじめて
実感しました。
　そして、今回のキャンプで、僕達にたり
なかった物は何だろう、どうして分裂した
んだろうと考えた時に、僕たちには、友情
というものが存在していなかったというこ
とに気付き友情の大切さを知る事ができ
ました。でも、僕達には、友情以外にも、
親切、快活、感謝の三つもできていなか
ったと思う。これらができてこそ、一流のボ
ーイスカウトになれると僕は思っている。
　そして、僕は、今後スカウト活動には班
員皆が、すべての人を友とし、相手の立

14 15

　5HTCとは、どのよのうなものなの
か？ ジャンボリーに行ったことのない僕
にとって他の多くの団と供にキャンプをす
るということは、未知の世界でした。
　ましてや、前回の逗子１団とのキャンプ
のアイスブレイクに参加していなかった僕
は、ほとんど、鎌倉５団以外には、知り合
いのいない状態で参加することとなりま
した。
　しかし、実際に5HTCに参加してみる
と自然とまわりの団の人たちといろいろ
な話をしたり共通の趣味を見つけ出した
りすることによって、知り合いを増やして
行きました。
　特に逗子１団の人達とは、仲良くなり
自分の学校などの話をしました。
　また、このキャンプでは、普段は体験
できないような事を体験できました。特
に、ツリークライミングは、思っていたもの
よりも、本格的でとても楽しかったので、
またやりたいと思いました。
　さらに、自由選択プログラムでは、逗子
１団の人と供に共同作業で太陽光によっ
て料理ができる道具を完成させました。
　このように、今回の5HTCでは、大会
提供プログラムや自由選択プログラムな
どのプログラムでの貴重な体験も、もちろ
ん、自分の中での大切な経験になり、さ
らに、知らない団や知らない連盟のスカ
ウトと供に、活動や食事をしたこともとて
も貴重な体験になったと思っています。
　これらのことから、やはり仲間をつくる
ことは、大切だということが、よく分かりま
した。これからは、自分の班の班員とも
協調し、活動をしながらも、他の団のスカ
ウトとの交流をもっと深め、たくさんのス
カウト仲間をつくり、そのスカウトたちと
また、この5HTCのような、プログラムの
活動をすることが、できたらいいなと心か
ら思っています。
　また、この５HTCで仲良くなった隊と
も再び活動をしたいです。

　今回のキャンプは、今までと違い、他
県のスカウトとのキャンプだった。今回の
キャンプは参加できて良かったと思いま
す。また、今回のキャンプで良かった事・
楽しかった事、つらい事・悲しかった事、
課題もできた。
　まず、良かった事・楽しかった事は、プ
ログラムや他県のスカウトとの交流。プ
ログラムは、とても楽しくなるものばかり
用意されていてすべてが楽しかった。特
にプログラムの中でもコピーライブのよう
なものが一番盛り上がった。知っている
曲もいくつかあったり、楽しかった。ま
た、他県のスカウトとの交流は友情ゲー
ムから始まり、隊訪問などで交流する時
間があり、いろんな人と交流が出来た
し、おもしろい人や周りを明るくする人が
いた。
　次はつらい事・悲しい事は、幸いなこと
に団の中だけで済んだ。遊んでばかりい
て、仕事を手伝ってくれなかったり、隊訪
問の時も、2つに分かれ前半後半に分か
れた。帰ってみると、鎌倉のサイトには客
がおらず、逗子のサイトには、客がいて逗
子が接客しているのに対し、鎌倉は接客
がゼロで遊んでいるのが悲しかった。
　今回の課題は、２つあります。一つ目
は、今回の5HTCでのつらい事・悲しい

事が起きたことをチャンスだと考えて、次
のキャンプなどで、良かった事・楽しかっ
た事の方に入るようにする事。もしも、出
来るなら、さらに一歩進みたいです。その
ために、「自分は悪くない」ではなく相手
の気持ちを理解する事が大切だと思いま
した。さらに、相手の気持ちを理解でき
るようになる事は、ふだんの生活でも出
来ると思いました。ただまだ、どのように
理解できるのかは、今のぼくには分から
ない事もあるので今後の活動で見つけら
れればいいなと思います。そして２つ目は
良かった事・楽しかった事の他県のスカ
ウトとの交流では、今回自分から声をか
ける事が出来なかった。だから次の他の
団との交流の際は、自分から声をかけて
みて、友達・友情を自分でつくりたいで
す。そのために、日常で常に人にふれあ
ったり、話しをしたりする事も大切だなと
感じました。
　今回のキャンプでは、この３つ、良か
った事・楽しかった事、つらかった事・悲
しかった事そして、課題の事を学んで、考
えることが出来ました。この第５回北海
道東北ブロックを支えてくれた人 や々、こ
の回の運営をして下さったリーダーたち
に感謝したいと思いました。理由は、今
回のキャンプにより、他県の友達が出来
たり、楽しいプログラムがあったりしたの
で、絶対にこのキャンプを忘れられない
なと思ったからです。

大切なもの
ハヤブサ班 班長 宮井 駿岳

5HTCよありがとう
ハヤブサ班 中村 甲一朗

友達の大切さ
ハヤブサ班小谷 優清

今年のキャンプを
振り返って

ハヤブサ班下田 恭平

SS
ボーイ隊2016・夏
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　私が隼取得を通じて得たものが二つ
ある。
　一つ目は企画・実行力である。私は
入隊一年目にメンバー全員が興味を持
っていた「食」をテーマに歴代の先輩方
が行ったことのない活動を意識し、香川
でうどん作りの修行を企画し、計画に移
した。このとき夜行バスやキャンプ場予
約、活動場所周辺の情報収集をしたが
ミスもあり、活動中にあたふたすること
があった。このことは私のこれからの活

動の大きな改善点となった。そして二年
後の丹沢行者道一人ハイキングのプロ
ジェクト。香川の探検旅行の失敗に注
意し、装備やルート、予定の確認を入念
にした。それにこの活動は丹沢と行者の
関係に触れ、ただ山を歩くのではなくそ
の行者道を歩くということを実践しその
ために行者関連の本を読み、その著者
に会って実際に話を聞いてルートを決め
たということで、プロジェクトに大きな工
夫を取り入れ、完成度を高めた。　

　このように私は企画
や実行の経験を重
ね、失敗や苦難を乗
り越え、より完成度の
高く、興味深い活動が
できるようになった。
　二つ目は指導力で
ある。ベンチャースカ
ウトに上進し、上級班
長となってボーイ隊の
活動に積極的に参加
し、リーダーたちから
上級班長としての行
動をアドバイスしても
らい、ボーイ隊のスカ
ウトの手本となれるよ
うに心がけ、頼られる

隼章取得を通じて
得たもの

存在になれるよう努力した。始めのほう
は私のスキルが未熟で教えることがほと
んどできず苦労したが、回数を重ねるこ
とで慣れていき、設営・撤営時にどこを
どうしたら効率が良くなるか等を教える
ことができるようになった。
　私はこれからローバースカウトになり、
ベンチャースカウトのころよりも奉仕活
動をする機会が増えるため、今までお
世話になった鎌倉5団に少しでも貢献で
きるよう頑張りたい。また、ボーイ隊はも
ちろん、カブ、ビーバー隊の後輩全員に
スカウト活動の楽しさを教えてあげられ
るような企画を考え実行していきたいと
思う。

ベンチャー隊  木村海生VS

Letter from 5th Kamakura Group,201712

　左のアンケートは、ボーイスカウト日本連盟が発
行している『スカウティング』2017年3月号に掲載さ
れていたアンケートの結果です。一般の人の9割以

上にボーイスカウトの存在は知られていますが、8割以上の
人が何をしているのかわからない、ということが明らかにな
っています。
　この結果を踏まえ、ボーイスカウト日本連盟ではようやく
ＰＲ戦略の策定に動き出したようです。戦略の参考にする
べく、現在ホームページで保護者アンケートを実施してい
ますが、ご存知の通り、最も効果的なPR戦略は「口コミ」
です。それもネットに氾濫しているようなヤラセ臭プンプン
の口コミではなく、信頼できる友人・知人からの生の声で
す。「スカウト活動は素晴らしい」「自分の子どもを参加させ
たくなる活動だ」ということを、機会があるごとにPRくださ
い。１人でも仲間が多くなれば、活動はより楽しくなります。

ボーイスカウトは
みんなが知ってる「なぞ」の団体

ボーイスカウトって
ご存じですか ?

活動内容を
ご存じですか ?

知っています
92.3%

知っています
18%

知りません 他

82%

知りません 他

7.7%

Q Q

※2016年『お子さまの習い事や地域活動に関するアンケート』／㈱アサツーディ・ケイ


